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私たちは正しく恐れます

現在、各地で新型コロナウイルス感染症が拡大しております。保護者の方々も、さぞご

心配のことでしょう。我々教職員が最も重要視しなければならないことは児童の安全であ

り、どんなことがあっても感染症を発生させないことです。そのためには、国及び県・天

栄村から出ている感染拡大防止策をもとに予防を徹底していきます。

また、あらゆる教育活動においてのリスクをシミュレーションし、正しい情報をもとに

その都度この教育活動は行うことができるかどうかの判断をしてまいります。

一方で、私たちは子どもたちの「教育を受ける権利」をな

いがしろにしてはいけません。この恐ろしい感染症を正しく

恐れ、その中で冷静に教育活動を進めていきます。

つきましては、保護者の皆様には今回のコロナウイルス感

染症についてご質問やご意見がありましたら、遠慮なく学校

までお知らせ下さい。

大里小学校学校経営の方針

（１）はじめに

本来であれば、授業参観後の PTA 全体会において保護者の皆様に詳しく私の学校経
営方針をご説明するところでございますが、新型コロナウイルス感染拡大予防のために

紙面にてご説明申し上げることとなり

誠に申し訳ありません。

改めまして４月１日より大里小学校

校長を拝命いたしました大河原正道と

申します。出身は隣の長沼町（桙衝で

すので、身近に感じます）です。校長

として新任ではありますが、本校教育

発展のために情熱と誠意をもって一生

懸命取り組む所存です。どうかよろし

くお願い申し上げます。



（２）教育目標と学校経営の基本方針

【教育目標】

「心身ともに健康でたくましく 自ら考え 実践

力のある 心豊かな子ども」

○ 自ら学びよく考える子ども［知］

○ 思いやりがあり、がんばる子ども［徳］

○ 明るくたくましい子ども［体］

具現のために以下の４点について､重点化を図り､推進して参ります。

① 少人数の弱みを強みに変換！

少人数だからこそできる子どもたちの様々な体験を重視し、社会性・表現力の育

成を図ります。そのために、丹波たてやまわらし太鼓・大里城物語へのとりくみを

とおして地域人材・地域教材をフル活用して「この村が大好き」「この大里が大好

き」という誇りがもてるように児童を育てて参ります。また、少人数だからできる

機動力を活かしてスキー教室・祭り・天栄米栽培も合わせて活動して参ります。

② 学力の向上

少人数の強みをいかし、一人一人の習熟に寄り添った支援・指導を進めます。さ

らには、授業力の向上を図るべく教職員の研修を進めます。子どもたちの「わかっ

た！」「できた！」という喜びが実感できる授業を展開していき、やがて進学する

中学校の教育を見据えた学習を進めて参ります。

③ 心の教育の充実

人として身につけさせたい大切な心構え・考え方を発達段階を考慮しながら、身

につけさせるべく努力して参ります。生命の尊重や思いやりが育つよう、道徳科を

要として心を育てる学習をいたします。また、いじめを未然に防止することはもち

ろんですが、いじめが発生したならば速やかに対応し、いじめ解消まで徹底いたし

ます。

④ 健やかでたくましい子ども

本校の大きな健康課題でもある、むし歯＆肥満の改善です。このことは、保護者

の皆様のご理解とご協力をいただき、積極的に取り組んでいきたいと考えておりま

す。ご家庭では「早寝・早起き・朝ご飯」の習慣化、歯科通院のご協力等をお願い

いたします。

めざす児童像である、「学校に来るのが楽し

い」と、児童全員が言えるよう、「すべての児

童が笑顔にあふれ、瞳が輝き続けられるよう」

保護者・地域・教職員の力を結集して「チーム

大里」で、総力を挙げて、精一杯取り組んで参

りますので、よろしくお願いします。


